
 

●
 彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録
を
応
援
し
よ
う
！
 

令
和
６
年
の
彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録
実
現
を

目
標
に
、
滋
賀
県
と
彦
根
市
で
は
、
各
種
の
事
業

を
協
働
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
世

界
遺
産
の
登
録
実
現
の
た
め
に
は
、
市
民
・
県
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
必
要
で
す
。
 

市
民
・
県
民
の
皆
様
の
応
援
組
織
と
し
て
は
、

「
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
意
見
交
換
・
応
援
一
〇

〇
〇
人
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。
入
会
し
て
い
た

だ
く
と
、
世
界
遺
産
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強

会
の
ご
案
内
な
ど
、
彦
根
城
の
各
種
情
報
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
入
会
は
無
料
で
す
。
 

詳
し
く
は
、
彦
根
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
文
化

財
課
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
（
０
７
４
９

‐
２
６
‐
５
８
３
４
）
も
し
く
は
、
彦
根
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

h
ttp
://w
w
w
.city.h
iko
n
e.lg.jp
/kan
ko
/rekis

h
i/6
/4
/4
9
7
1
.h
tm
l 

 ●
 小
冊
子「
近
江
路
」
を
発
行
し
ま
し
た
！
 

　
滋
賀
県
が
実
施

す
る
「
近
江
文
化

発
見
・
発
信
事

業
」
の
一
環
と
し

て
、
小
冊
子
「
近

江
路
」
を
発
行
し

ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
作
家
司
馬
遼

太
郎
氏
の
著
書
を

基
に
し
て
近
江
の

文
化
の
魅
力
を
発

見
し
発
信
す
る
も

の
で
す
。
２
０
１

９
年
度
は
成
安
造

形
大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
、
司
馬
遼
太
郎
氏
の

『
街
道
を
ゆ
く
』
24
巻
「
近
江
散
歩
」
に
登
場
す

る
場
所
の
中
で
、
湖
東
・
湖
北
エ
リ
ア
に
着
目
し

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
見
つ
け
た
近
江
の
魅
力
を
ま
と

め
た
の
が
「
近
江
路
」
で
す
。
こ
の
小
冊
子
は
、

滋
賀
県
文
化
芸
術
振
興
課
等
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
の
で
気
軽
に
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！
 

●
 ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ご
存
じ
で
す
か
？
 

　
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
は
「
加
工
さ
れ
て
い
な

い
生
（
き
）
の
ま
ま
の
芸
術
」
と
い
う
意
味
の
フ

ラ
ン
ス
語
で
す
が
、
全
国
各
地
で
作
品
が
発
見
さ

れ
、
多
く
の
展
覧
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
日
本
に
お
い
て
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品

の
多
く
は
、
障
害
者
福
祉
の
現
場
で
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
名
の
人
の
作
品
が
、
審
美

眼
を
持
つ
人
に
探
し
出
さ
れ
た
り
、
全
く
の
偶
然

で
見
出
さ
れ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
誰
か
に
見
せ

る
目
的
で
つ
く
っ
た
わ
け
で
な
く
、
静
か
に
存
在

す
る
作
品
た
ち
。
世
に
出
て
行
く
た
め
に
は
、
多

く
の
関
わ
り
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
携
わ
る
美
術
、
福
祉
、
医

療
、
研
究
機
関
、
行
政
等
各
分
野
の
関
係
者
間
の

交
流
を
促
進
し
、
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
支
え
る
環
境
全
体

の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、
２
０
１
３
年
２
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

〜
会
費
無
料
〜
 

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

http://w
w
w
.pref.shiga.lg.jp/ippan/bunkasp

orts/bunkageizyutsu/1
0
0
9
8
.htm
l
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滋賀県の文化

滋
賀
県
文
化
情
報
 

『
え
ん
む
す
び
』
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 Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
２
０
 

〝
森
羅
万
象
〜
C
O
S
M
IC
 D
A
N
C
E
〞
 

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
E
N
E
R
G
Y
 FIE
LD
 常
務
理
事
　
中
田
　
洋
子
 

Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
産
声
を
あ
げ
た

の
は
、
海
外
生
活
が
ち
ょ
う
ど
20
年
に
な
っ
た
21
世
紀

の
幕
開
け
の
年
で
あ
っ
た
。そ
こ
か
ら
さ
ら
に
20
年
、今

回
は
、
海
外
７
か
国
よ
り
招
聘
す
る
作
家
約
20
名
、
日

本
人
作
家
約
50
名
が
参
加
す
る
予
定
だ
。
世
界
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
先
の
見
え
な

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
開
催
地
で
あ

る
近
江
八
幡
に
加
え
彦
根
で
の
開
催
も
決
ま
っ
て
い

る
。
会
場
は
、
町
に
点
在
す
る
主
に
江
戸
明
治
期
の
歴

史
あ
る
建
物
で
あ
る
。
多
く
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
長

く
住
み
手
を
失
い
淋
し
い
佇
ま
い
な
の
だ
が
、清
掃
、整

備
し
、
作
品
を
展
示
す
る
と
そ
の
輝
き
を
取
り
戻
す
。 

Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
始
め
る
き
っ
か

け
は
、１
９
９
５
年
か
ら
住
み
始
め
た
フ
ラ
ン
ス
の
、古

い
町
並
み
を
そ
の
ま
ま
残
し
伝
統
文
化
を
守
る
と
い

う
強
い
姿
勢
に
深
い
感
銘
を
覚
え
た
こ
と
に
あ
る
。
私

自
身
を
育
ん
で
く
れ
た
滋
賀
の
地
も
豊
か
な
歴
史
と

文
化
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
風
土
が
あ
る
。
そ
れ

が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
危
惧
を
覚
え
、
ア
ー
ト
で
そ

の
美
を
取
り
戻
せ
な
い
か
と
始
め
た
の
が
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｏ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
あ
る
。
ま
た
21
世
紀
と
い
う
新

時
代
が
、
有
史
以
来
繰
り
返
し
て
き
た
争
い
に
終
止
符

を
打
ち
芸
術
文
化
を
愛
す
る
平
和
な
世
界
へ
と
転
換

し
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
も
込
め
て
い
た
。
実
際
こ
の

20
年
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
と
と
も
に
世
界
は
大
き

く
変
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
争
い
は
収
ま
る

こ
と
な
く
、
人
間
中
心
の
悪
し
き
社
会
構
造
は
地
球
に

大
き
な
負
荷
を
か
け
続
け
て
い
る
。
 

今
、世
界
を
襲
う
こ
と
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
も
地
球
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
態
系
を
人
類

が
破
壊
し
て
き
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
人
類
に
と
っ

て
は
脅
威
だ
が
、
外
出
規
制
に
よ
り
地
球
は
美
し
い
姿

を
取
り
戻
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
も
目
を
向
け
る

べ
き
だ
ろ
う
。
 

奇
し
く
も
今
回
の
テ
ー
マ
は
〝
森
羅
万
象

〜
C
O
S
M
IC
 D
A
N
C
E
〞
。
地
球
に
存
在
す

る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
変
化
と
生
成

の
中
に
あ
り
、
な
に
ひ
と
つ
、
一
瞬
た
り
と

も
静
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
す
べ
て

の
存
在
は
、無
論
私
た
ち
人
類
自
身
も
含
め
、

宇
宙
の
一
員
で
あ
り
、
と
も
に
こ
の
地
球
を

舞
台
に
踊
る
ダ
ン
ス
の
共
演
者
な
の
だ
。
 

Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
２

０
が
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
不
安
や
恐

怖
に
さ
い
な
ま
れ
た
人
々
の
心
を
癒
し
希

望
あ
る
未
来
を
思
い
描
く
礎
と
な
る
な
ら

そ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

滋賀県の文化

M
ade in S
higa 

 - 身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

県
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
美
の
滋
賀
」
づ
く
り
に
関
す

る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

江
頭
誠
 「
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
が
薔
薇

で
い
っ
ぱ
い
Ⅲ
」
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
８

T
h
o
m
a
s
 F
e
re
rs
ta
in
 ト
ー
マ

ス
・
フ
ォ
イ
エ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
 

「
P
S
Y
C
H
O
P
R
O
S
A
」
リ
ヨ
ン
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
９

田
中
悠
 「
a
 b
a
g
 c
o
n
ta
in
in
g
 

so
m
e
th
in
g
」
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
８

南
野
馨
 「
U
n
title
d
 １
７
０

４
」
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
２
０
１
８

今
秋
、
出
展
予
定
の
作
家
た
ち
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滋賀県の文化

1994年に八日市文化芸術会館にて開催
された、塔本シスコの大規模個展にまつわる
作品です。エネルギッシュな大画面の左側に
は、感謝の意を込め、展覧会を担当した二人
の学芸員が描かれています。画面右側には、
画中画として描かれた展覧会のポスターを
背に今にも笑い声が聞こえてきそうな楽し
げな人々。輪の中心には眼鏡をかけたシスコ
が微笑んでいます。ポスターには娘の和子が
嫁いだ鹿児島の桜島と着物の洗張を描いた

作品が使われました。 
作者の塔本シスコ（1913～2005）が絵を

描き始めたのは、50歳を過ぎてから。画家で
ある息子の塔本賢一の画材を用いて制作を
始め、独学の素朴派画家として評価を受ける
ようになります。愛する家族や花鳥風月、子
供の頃の思い出などを、シスコの目に映るま
まの鮮やかさで丹念に描き、そのとめどなく
あふれる創作意欲は92歳で生涯を閉じるま
で朽ちることはありませんでした。

滋賀県立近代美術館　星野　志穂●丹念に描いた鮮やかな世界

塔
本
シ
ス
コ
「
自
由
の
女
神
達
」
１
９
９
４
年
　
油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
　
縦
１
４
４
・
０
×
横
１
１
０
・
６
㎝
 

　
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵

ア
ー
ト
の
み
か
た
 

　
ー
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品
を
も
と
に
ー



71

 ●
オ
ペ
ラ
指
揮
者
セ
ミ
ナ
ー
で
愉
し
む
オ
ペ
ラ
　
 

　
　
　
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
　
総
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
  舘
脇
　
昭
 

 び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
て
、
今
年
２
月
か
ら
７
月
迄
に
、
大
規
模
な
オ

ペ
ラ
公
演
、
音
楽
祭
や
演
奏
会
等
、
主
だ
っ
た
も
の
だ
け

で
も
60
以
上
の
公
演
が
中
止
・
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
に
あ
っ
て
３
月
７
日
・
８
日
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ

ペ
ラ
《
神
々
の
黄
昏
》
は
、
４
年
間
に
亘
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
」
（
４

部
作
）
の
完
結
編
で
あ
り
、
２
か
月
間
稽
古
を
重
ね
、
ほ

ぼ
完
璧
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
仕
上
が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

無
観
客
で
上
演
。
こ
の
模
様
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料

ラ
イ
ブ
配
信
し
、
延
べ
40
万
人
以
上
の
方
に
視
聴
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

オ
ペ
ラ
に
は
、
音
楽
、
芝
居
、
舞
踊
、
美
術
と
い
っ
た

舞
台
芸
術
の
ほ
ぼ
全
て
の
要
素
が
含
ま
れ
、
総
合
芸
術
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
も
多
く
の
上
演

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
年
11
月
の
《
セ
ビ

リ
ア
の
理
髪
師
》
、
イ
タ
リ
ア
・
バ
ー
リ
歌
劇
場
《
ア
イ

ー
ダ
》の
二
つ
の
大
型
公
演
も
相
次
い
で
中
止
を
発
表
。こ

れ
に
よ
り
今
年
度
に
予
定
し
て
い
た
オ
ペ
ラ
７
演
目
18

公
演
中
、
５
演
目
12
公
演
が
中
止
と
い
う
事
態
に
見
舞
わ

れ
た
も
の
の
、
８
月
に
は
恒
例
の
「
オ
ペ
ラ
指
揮
者
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
オ
ペ
ラ
《
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
》
を
題
材
に
、
芸
術
監
督
の
沼
尻
竜
典
が
若
手
指
揮

者
を
直
接
指
導
し
ま
す
。
普
段
は
見
え
な
い
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
ピ
ッ
ト
内
部
を
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
上
に
再
現
。
指
揮
者

が
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
プ
ロ
の
歌
手
と
ど
の
よ
う
に

対
峙
す
る
か
、
お
客
様
も
一
緒
に
学
べ
る
大
変
興
味
深
い

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
ま
た
、
来
年
１
月
に
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

《
魔
笛
》
、
３
月
に
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
《
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
》

の
上
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
 

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
劇
場
の
取
り
組
み
 

 緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
と
な
り
６
月
１
日
か
ら
ホ

ー
ル
が
開
館
し
た
こ
と
を
受
け
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
専

属
の
「
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
は
、
県
内
の
小
学
校
の

校
歌
を
録
音
し
小
学
校
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う

企
画
を
始
め
ま
し
た
。
県
内
２
３
０
校
余
り
の
全
小

学
校
に
希
望
を
募
り
ま
す
。
プ
ロ
の
声
楽
家
に
よ
る

圧
巻
の
演
奏
を
子
ど
も
達
に
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。ま
た
、日
本
の
歌
や
オ
ペ
ラ
の
名
曲
を
ホ
ー
ル

内
か
ら
見
る
美
し
い

景
色
と
共
に
お
楽
し

み
い
た
だ
く
映
像
を

収
録
し
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
無
料
配
信
し

て
い
き
ま
す
。多
く
の

方
に
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
よ
う
、現
在
収

録
を
進
め
て
い
ま
す

の
で
、こ
ち
ら
も
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

オペラ指揮者セミナーⅥ 
≪ヘンゼルとグレーテル≫ 

指揮法 
 
日　時　８月４日(火)～6日(木)　 
会　場　びわ湖ホール大ホール 
講　師　沼尻竜典 
歌　手　びわ湖ホール 
　　　　　　　声楽アンサンブル 
管弦楽　大阪交響楽団 
チケット 
　一般5,000円～2,000円、 
　30歳以下割引有 
　(全席自由席／座席数限定／ 
　　　　　7月26日チケット発売))

昨
年
の
「
オ
ペ
ラ
指
揮
者
セ
ミ
ナ
ー
」
の
様
子
。
舞
台
上
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
ピ
ッ
ト
と
舞
台
の
位
置
関
係
を
再
現
、
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

びわ湖ホール声楽アンサンブル


